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(百万円未満切捨て)
１．平成30年３月期の連結業績（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期 10,239 24.8 373 16.3 325 165.9 249 188.7

29年３月期 8,201 － 321 － 122 － 86 －
(注) 包括利益 30年３月期 271百万円( 72.4％) 29年３月期 157百万円( －％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年３月期 15.91 － 6.8 2.7 3.6

29年３月期 5.51 － 2.5 1.1 3.9
　

(参考) 持分法投資損益 30年３月期 －百万円 29年３月期 －百万円
注)会計方針の変更に伴い遡及適用を行ったため、平成29年3月期について、遡及適用後の数値を記載しております。また、29年3月期
の対前年同期増減率は、遡及適用したため、記載しておりません。
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

30年３月期 12,370 3,794 30.7 242.23

29年３月期 11,959 3,571 29.9 227.88
(参考) 自己資本 30年３月期 3,794百万円 29年３月期 3,571百万円
　　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

30年３月期 443 △1,146 63 1,907

29年３月期 923 △1,321 1,335 2,558
　

注)会計方針の変更に伴い遡及適用を行ったため、平成29年3月期について、遡及適用後の数値を記載しております。
　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年３月期 － － － 3.00 3.00 47 54.5 1.3

30年３月期 － － － 3.00 3.00 46 18.9 1.3

31年３月期(予想) － － － 40.00 40.00 20.9
　　

注)当社は、平成30年10月１日を効力発生日として普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施する予定であるため、平成
31年３月期（予想）の１株当たり期末配当金につきましては、株式併合の影響を考慮した金額を記載しております。詳細につきまして
は、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 10,500 2.5 450 20.5 500 53.7 300 20.3 191.45
注)平成31年３月期の連結業績予想（通期）における１株当たり当期純利益につきましては、株式併合の影響を考慮しております。詳
細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)
　
　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期 15,812,500株 29年３月期 15,812,500株

② 期末自己株式数 30年３月期 146,152株 29年３月期 140,449株

③ 期中平均株式数 30年３月期 15,669,651株 29年３月期 15,677,011株
　　

(参考) 個別業績の概要
１．平成30年３月期の個別業績（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期 9,639 24.6 51 131.3 33 39.1 35 798.2

29年３月期 7,737 14.9 22 － 24 － 3 －
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期 2.29 －

29年３月期 0.26 －
　　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

30年３月期 8,433 2,736 32.4 174.68

29年３月期 8,326 2,759 33.1 176.11

(参考) 自己資本 30年３月期 2,736百万円 29年３月期 2,759百万円
　　　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
1. 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、決算短信（添付資料） P.3「経営成
績等の概況（３）今後の見通し」をご覧ください。

2. 当社は平成30年５月15日開催の取締役会において、平成30年６月26日開催予定の第61回定時株主総会に、単元株
式数の変更（1,000株から100株に変更）および株式併合（普通株式10株を１株に併合）について付議することを決
議し、同株主総会での承認可決を条件に、平成30年10月１日を効力発生日として、単元株式数の変更および株式併
合を実施することとしております。なお株式併合を考慮しない場合の平成31年３月期の配当予想及び連結業績予想
は以下のとおりとなります。
（1）平成31年３月期の配当予想
　 １株当たり配当金
　 期末 4円00銭
（2）平成31年３月期の連結業績予想
　 １株当たり当期純利益
　 通期 19円15銭
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度のわが国経済は、総じて回復基調で推移しました。個人消費は天候不順等の影響で伸び悩む一方、

企業収益は、外需と設備投資に支えられ高水準を維持しましたが、期末にかけての円高進行が景況感を悪化させまし

た。

欧米では堅調な個人消費や外需が寄与し景気拡大が続き、中国でも景気対策効果で持ち直しの動きが見られ、アジ

アなど新興国においても経済成長が続きました。当社グループの属する電子部品業界では、高機能化が進む通信機器

や車載用電子部品に加え、堅調な設備投資を背景に電源・産機・建機・工作機械向けなどの需要が底堅く推移しまし

た。

このような情勢下、当社グループは新製品の開発や時代のニーズに即した製品の提供につとめ、営業活動を強化し

てまいりました。第２四半期、会津コスモス電機株式会社及び中国広州東高志電子有限公司新工場への生産移管のた

め工場の稼働率が一時的に低下しましたが、通期では前期に量産を開始した新製品が寄与したことや堅調な外需に支

えられ、売上高は10,239百万円（前期比24.8%増）となりました。

利益面につきましては、工場移転に係る費用や新規雇用者の教育訓練費さらには減価償却費が大幅に増加しました

が、増収効果で吸収し、営業利益は373百万円（前期比16.3%増）、経常利益は、海外子会社開業費償却や為替差損が

前期比減少したため325百万円（前期比165.9%増）、親会社株主に帰属する当期純利益は、助成金収入等の特別利益

169百万円の一方、海外子会社の事業構造改善費用や退職給付制度移行損等の特別損失142百万円を計上したことによ

り249百万円（前期比188.7%増）となりました。
　
セグメントの業績につきましては次のとおりであります。

(イ)可変抵抗器

可変抵抗器の主力工場である広州東高志電子有限公司新工場への移転の影響で第２四半期から第３四半期前半に

かけて生産が減少しましたが、前期の前倒し生産と堅調な設備投資を背景とする国内工場製品が好調に推移し、売

上高は3,894百万円（前期比3.0%増）となりました。セグメント利益（営業利益）は、新工場の立上げコストや第４

四半期の円高の影響で563百万円（前期比11.8%減）となりました。

(ロ)車載用電装部品

会津コスモス電機株式会社の新ライン導入や第２工場への移転の影響がありましたが、車載用フィルムヒーター

や産業機器用センサ等の新製品が寄与し、売上高は5,968百万円（前期比53.0%増）となりました。セグメント利益

は、工場移転時操業停止による影響を増収効果と生産効率の向上で吸収し326百万円（前期比79.8%増）になりまし

た。

(ハ)その他

その他部門の売上は前期、設備販売があった反動で売上高は376百万円（前期比27.4%減）、セグメント利益は不

採算部門の縮小効果で99百万円（前期比6.3%増）となりました。

　

（２）当期の財政状態の概況

(資産)

当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末に比べ411百万円増加し12,370百万円となりました。流動資

産は360百万円減少し6,475百万円となりました。主な要因は、設備代金支払いによる現金及び預金653百万円の減少

と、増収に伴う売上債権310百万円の増加によるものです。固定資産は772百万円増加し5,895百万円となりました。主

な要因は、会津コスモス電機株式会社及び白河コスモス電機株式会社の新工場を主とした建物及び構築物643百万円の

増加や設備投資に伴うその他に含まれる機械及び装置312百万円増加と、建設仮勘定188百万円の減少によるもので

す。

(負債)

負債は、前連結会計年度末に比べ188百万円増加し8,576百万円となりました。流動負債は前連結会計年度末に比べ

247百万円増加し4,611百万円となりました。主な要因は、短期有利子負債316百万円の増加と海外子会社の事業構造改

善引当金148百万円の減少によるものです。固定負債は前連結会計年度に比べて59百万円減少し3,964百万円となりま

した。主な要因は、長期有利子負債171百万円の減少と退職給付に係る負債66百万円の増加によるものです。

(純資産)

純資産は、前連結会計年度末に比べて223百万円増加し3,794百万円となりました。主な要因は、利益剰余金202百万

円の増加によるものです。
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（３）今後の見通し

平成30年度のわが国経済は、高水準の企業業績を背景に改善傾向が続くと見られますが、米国通商政策の先行き、

円高進行、原材料価格や人件費の上昇等の懸念要因があり、電子部品業界においても慎重な見方が増えています。可

変抵抗器は通信や遊技機器向け等で需要増が見通しにくく、伸び率は前年を下回ると予想されます。車載用電装部品

は、高機能化が進展するものの販売台数が伸びないため価格競争が厳しくなると見られます。

このような環境下、当社は、既存製品の売上がモデルチェンジ等の影響で減少するものの、白河コスモス電機株式

会社で新機種となる非接触センサの生産ラインを３本稼働させることや中国広州東高志電子有限公司新工場が通期で

稼働すること等でカバーし、売上高は2.5%増の105億円を見込んでいます。次期も設備投資に伴う減価償却費が高止ま

り、人件費や原材料費の上昇が見込まれますが、会津コスモス電機株式会社や中国広州東高志電子有限公司の工場移

管関連費用や海外子会社の事業構造改善費用がなくなるため、営業利益450百万円、経常利益500百万円、親会社株主

に帰属する当期純利益300百万円を見込んでいます。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務諸

表を作成する方針であります。なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応して

いく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,629,586 1,975,941

受取手形及び売掛金 2,076,250 2,069,959

電子記録債権 185,905 502,295

商品及び製品 481,098 397,857

仕掛品 339,409 356,729

原材料及び貯蔵品 677,977 801,555

繰延税金資産 76,667 136,236

その他 376,689 242,192

貸倒引当金 △6,854 △7,022

流動資産合計 6,836,731 6,475,745

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,947,137 2,619,258

減価償却累計額 △1,221,634 △1,250,096

建物及び構築物（純額） 725,502 1,369,161

機械装置及び運搬具 4,645,096 4,887,796

減価償却累計額 △3,774,070 △3,704,920

機械装置及び運搬具（純額） 871,025 1,182,876

土地 1,717,121 1,715,871

リース資産 746,601 487,767

減価償却累計額 △406,191 △186,413

リース資産（純額） 340,409 301,354

建設仮勘定 477,589 289,048

その他 2,940,911 2,821,789

減価償却累計額 △2,883,305 △2,741,369

その他（純額） 57,606 80,420

有形固定資産合計 4,189,254 4,938,731

無形固定資産 24,298 19,129

投資その他の資産

投資有価証券 296,465 268,572

保険積立金 127,740 130,335

繰延税金資産 436,826 353,649

その他 48,100 184,682

投資その他の資産合計 909,132 937,240

固定資産合計 5,122,686 5,895,101

資産合計 11,959,417 12,370,847
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 900,907 941,172

電子記録債務 635,497 637,339

短期借入金 1,423,103 1,502,545

1年内返済予定の長期借入金 478,137 712,725

リース債務 69,580 71,868

未払法人税等 46,250 45,238

賞与引当金 129,335 131,175

製品補償損失引当金 8,000 8,000

事業構造改善引当金 148,563 －

その他 524,759 561,293

流動負債合計 4,364,135 4,611,358

固定負債

長期借入金 2,123,328 1,993,630

リース債務 268,598 226,339

役員退職慰労引当金 41,758 46,014

退職給付に係る負債 1,142,601 1,209,163

繰延税金負債 45,442 85,914

再評価に係る繰延税金負債 314,794 314,794

その他 87,369 88,848

固定負債合計 4,023,892 3,964,704

負債合計 8,388,028 8,576,063

純資産の部

株主資本

資本金 1,277,000 1,277,000

利益剰余金 1,666,124 1,868,468

自己株式 △22,876 △24,464

株主資本合計 2,920,248 3,121,003

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 94,333 82,403

土地再評価差額金 734,519 734,519

為替換算調整勘定 △60,440 △67,039

退職給付に係る調整累計額 △117,271 △76,102

その他の包括利益累計額合計 651,141 673,780

純資産合計 3,571,389 3,794,784

負債純資産合計 11,959,417 12,370,847
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

売上高 8,201,756 10,239,675

売上原価 6,474,312 8,364,844

売上総利益 1,727,443 1,874,830

販売費及び一般管理費 1,406,289 1,501,445

営業利益 321,154 373,385

営業外収益

受取利息 2,782 2,633

受取配当金 8,697 8,283

補助金収入 150,046 47,792

雑収入 26,247 47,838

営業外収益合計 187,773 106,547

営業外費用

支払利息 24,769 33,304

社債発行費償却 343 －

為替差損 130,802 3,393

たな卸資産廃棄損 － 17,064

開業費償却 115,659 －

製品補償損失 65,943 －

操業準備費用 － 67,311

雑損失 49,115 33,638

営業外費用合計 386,634 154,711

経常利益 122,294 325,221

特別利益

固定資産売却益 － 1,168

投資有価証券売却益 － 30,995

助成金収入 224,066 137,707

特別利益合計 224,066 169,870

特別損失

固定資産売却損 17,059 －

固定資産除却損 13,569 10,748

減損損失 － 1,250

退職給付制度移行損 － 48,919

事業構造改善費用 144,866 82,071

特別損失合計 175,496 142,988

税金等調整前当期純利益 170,863 352,103

法人税、住民税及び事業税 58,577 58,705

法人税等調整額 25,911 44,038

法人税等合計 84,489 102,743

当期純利益 86,374 249,359

親会社株主に帰属する当期純利益 86,374 249,359
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

当期純利益 86,374 249,359

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 46,981 △11,930

為替換算調整勘定 △1,564 △6,599

退職給付に係る調整額 25,960 41,168

その他の包括利益合計 71,377 22,639

包括利益 157,751 271,998

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 157,751 271,998
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,277,000 3 1,622,397 △21,375 2,878,026

会計方針の変更によ

る累積的影響額
3,668 3,668

会計方針の変更を反映

した当期首残高
1,277,000 3 1,626,065 △21,375 2,881,694

当期変動額

剰余金の配当 △47,035 △47,035

親会社株主に帰属す

る当期純利益
86,374 86,374

自己株式の取得 △1,501 △1,501

土地再評価差額金の

取崩
791 791

利益剰余金から資本

剰余金への振替
71 △71 －

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

△75 △75

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － △3 40,059 △1,501 38,554

当期末残高 1,277,000 － 1,666,124 △22,876 2,920,248

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券評

価差額金
土地再評価差額金 為替換算調整勘定

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 47,351 735,310 △55,206 △143,232 584,223 3,462,249

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△3,668 △3,668 －

会計方針の変更を反映

した当期首残高
47,351 735,310 △58,875 △143,232 580,554 3,462,249

当期変動額

剰余金の配当 △47,035

親会社株主に帰属す

る当期純利益
86,374

自己株式の取得 △1,501

土地再評価差額金の

取崩
791

利益剰余金から資本

剰余金への振替
－

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

△75

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

46,981 △791 △1,564 25,960 70,586 70,586

当期変動額合計 46,981 △791 △1,564 25,960 70,586 109,140

当期末残高 94,333 734,519 △60,440 △117,271 651,141 3,571,389
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当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,277,000 － 1,666,124 △22,876 2,920,248

会計方針の変更によ

る累積的影響額
－

会計方針の変更を反映

した当期首残高
1,277,000 － 1,666,124 △22,876 2,920,248

当期変動額

剰余金の配当 △47,016 △47,016

親会社株主に帰属す

る当期純利益
249,359 249,359

自己株式の取得 △1,587 △1,587

土地再評価差額金の

取崩
－

利益剰余金から資本

剰余金への振替
－

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

－

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － 202,343 △1,587 200,755

当期末残高 1,277,000 － 1,868,468 △24,464 3,121,003

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券評

価差額金
土地再評価差額金 為替換算調整勘定

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 94,333 734,519 △60,440 △117,271 651,141 3,571,389

会計方針の変更によ

る累積的影響額
－

会計方針の変更を反映

した当期首残高
94,333 734,519 △60,440 △117,271 651,141 3,571,389

当期変動額

剰余金の配当 △47,016

親会社株主に帰属す

る当期純利益
249,359

自己株式の取得 △1,587

土地再評価差額金の

取崩
－

利益剰余金から資本

剰余金への振替
－

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

－

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△11,930 － △6,599 41,168 22,639 22,639

当期変動額合計 △11,930 － △6,599 41,168 22,639 223,394

当期末残高 82,403 734,519 △67,039 △76,102 673,780 3,794,784
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 170,863 352,103

減価償却費 391,224 496,679

減損損失 － 1,250

貸倒引当金の増減額（△は減少） 551 276

賞与引当金の増減額（△は減少） 21,738 1,827

製品保証引当金の増減額（△は減少） 8,000 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,742 4,256

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 48,100 △419

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） － △146,339

受取利息及び受取配当金 △11,520 △10,916

支払利息 24,769 33,304

助成金収入 △224,066 △137,707

補助金収入 △150,046 △47,792

有形固定資産売却損益（△は益） 17,059 △1,168

投資有価証券売却損益（△は益） － △30,995

有形固定資産除却損 13,569 10,748

事業構造改善費用 144,866 82,071

繰延資産償却額 116,171 －

製品補償損失 65,943 －

売上債権の増減額（△は増加） △236,427 △302,494

たな卸資産の増減額（△は増加） △332,512 △56,233

仕入債務の増減額（△は減少） 696,688 36,941

その他 44,140 △57,357

小計 817,859 228,034

利息及び配当金の受取額 11,520 10,916

利息の支払額 △30,269 △33,573

助成金の受取額 112,033 249,740

補助金の受取額 129,380 47,792

製品補償損失の支払額 △59,737 －

法人税等の支払額 △57,176 △59,717

営業活動によるキャッシュ・フロー 923,610 443,192

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △91,496 △100,496

定期預金の払戻による収入 102,370 100,496

有形固定資産の取得による支出 △1,275,360 △1,192,107

有形固定資産の除却による支出 △4,800 △6,800

有形固定資産の売却による収入 5,453 7,676

投資有価証券の取得による支出 △1,211 △1,021

投資有価証券の売却による収入 － 49,299

繰延資産の取得による支出 △59,605 －

その他 3,028 △3,925

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,321,622 △1,146,878
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 293,212 78,115

長期借入れによる収入 1,662,915 618,177

長期借入金の返済による支出 △590,909 △514,626

社債の償還による支出 △22,500 －

自己株式の取得による支出 △1,501 △1,587

配当金の支払額 △48,326 △48,183

セール・アンド・リースバックによる収入 107,462 －

リース債務の返済による支出 △65,032 △68,075

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,335,320 63,818

現金及び現金同等物に係る換算差額 5,267 △11,398

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 942,576 △651,265

現金及び現金同等物の期首残高 1,616,134 2,558,710

現金及び現金同等物の期末残高 2,558,710 1,907,445
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

(在外子会社の収益及び費用の換算方法の変更)

在外子会社等の収益及び費用については、従来、決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、当

連結会計年度より期中平均為替相場により円貨に換算する方法に変更しております。この変更は、在外子会社等の

重要性及び昨今の著しい為替変動に鑑み、一時的な為替相場の変動による期間損益への影響を平均化し、連結累計

期間を通じて発生する損益をより適切に連結財務諸表に反映させるために行ったものであります。

当該会計方針の変更は遡及適用され、前連結会計年度については遡及適用後の連結財務諸表となっております。

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前連結会計年度の売上高が138,824千円及び営業利益が109,909千円、経

常利益が6,912千円、税金等調整前当期純利益が2,840千円それぞれ減少しております。なお、遡及適用後の前連結

会計年度１株当たり当期純利益金額は0.06円減少しております。

また前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の前期首残高は3,668千

円増加し、為替換算調整勘定の期首残高が同額減少しております。

(追加情報)

　(退職給付制度間の移行)

当社の国内連結子会社（会津コスモス電機株式会社、白河コスモス電機株式会社、中津コスモス電機株式会社）

が加入していた複数事業主制度の「全国電子情報技術産業厚生年金基金」は平成30年３月31日に解散いたしまし

た。

当社の国内連結子会社としては、これに変わる制度として、新たな退職金制度（確定給付型及び確定拠出型）を

施行することとし、同基金の財政状態の悪化により生じた基金独自の上乗せ加算部分と基金からの分配見込額との

差額を負担することといたしました。

これに伴い、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用し、退職給

付制度移行損として48,919千円を特別損失に計上しております。

決算短信（宝印刷） 2018年05月18日 11時11分 14ページ（Tess 1.50(64) 20180315_01）



東京コスモス電機株式会社(6772) 平成30年３月期 決算短信

13

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象になっているものであります。

当社グループは、製品の機能及び特性に応じて区分したセグメントを事業単位として、戦略を立案し事業活動を

展開しております。従って、当社グループは、取り扱う製品の類似性、組織体制、経営資源についての相互依存の

状況等を勘案のうえ集約し、報告セグメントとしております。

各報告セグメントの主な製品・商品及びサービスは以下の通りであります。

可変抵抗器

産業機器用、民生機器用の可変抵抗器及び半固定抵抗器

車載用電装部品

自動車用ポジションセンサ、トルクセンサ、角度センサ、自動車用サイドミラー用ヒータ

及び車載用フィルムヒーター

　

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

なお、「会計方針の変更」に記載のとおり、在外子会社等の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により

円貨に換算しておりましたが、当連結会計年度より期中平均為替相場により円貨に換算する方法に変更しておりま

す。

　この変更に伴い、報告セグメントごとの売上高及び利益の金額の算定方法を変更し、前連結会計年度については、

遡及適用後の「報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報」となっております。

　この結果、遡及適用を行う前と比べて、前連結累計年度の売上高は、可変抵抗器関連は120,541千円、車載用電装部

品関連は17,116千円、その他は1,166千円それぞれ減少しております。また、セグメント利益は、可変抵抗器関連は

109,771千円、その他は277千円それぞれ減少し、車載用電装部品関連は58千円増加しております。

　

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

（単位：千円）

報告セグメント
その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

連結財務諸
表計上額

可変抵抗器
車載用電装

部品
計

売上高

外部顧客への売上高 3,780,736 3,902,408 7,683,145 518,611 8,201,756 － 8,201,756

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 3,780,736 3,902,408 7,683,145 518,611 8,201,756 － 8,201,756

セグメント利益 638,441 181,382 819,823 93,204 913,028 △591,874 321,154

その他の項目

減価償却費 137,461 247,882 385,343 5,881 391,224 － 391,224

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

172,802 1,243,203 1,416,005 4,067 1,420,072 － 1,420,072

(注) １ その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、混合集積回路、生産設備・金型、各種

スイッチ等の事業を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用591,874千円であります。 全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４ セグメント資産及び負債については、経営資源の配分の決定及び業績を評価するための報告の中で使用して

いないため、記載しておりません。
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当連結会計年度（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日）

（単位：千円）

報告セグメント
その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

連結財務諸
表計上額

可変抵抗器
車載用電装

部品
計

売上高

外部顧客への売上高 3,894,331 5,968,914 9,863,246 376,429 10,239,675 － 10,239,675

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 3,894,331 5,968,914 9,863,246 376,429 10,239,675 － 10,239,675

セグメント利益 563,068 326,207 889,275 99,052 988,327 △614,942 373,385

その他の項目

減価償却費 132,046 361,298 493,345 3,334 496,679 － 496,679

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

134,659 1,088,118 1,222,778 1,581 1,224,359 － 1,224,359

(注) １ その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、混合集積回路、生産設備・金型、各種

スイッチ等の事業を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用614,942千円であります。 全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４ セグメント資産及び負債については、経営資源の配分の決定及び業績を評価するための報告の中で使用して

いないため、記載しておりません。
　

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

該当事項はありません。
　

当連結会計年度（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日）

（単位：千円）

報告セグメント
その他 合計 全社・消去

連結財務諸
表計上額

可変抵抗器
車載用電装

部品
計

減損損失 ― ― ― ― ― 1,250 1,250

(注) 「全社・消去」の金額は、遊休資産に係る減損損失であります。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

１株当たり純資産額 １株当たり純資産額

227.88円 242.23円

１株当たり当期純利益 １株当たり当期純利益

5.51円 15.91円

　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、
潜在株式がないため記載しておりません。

　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、
潜在株式がないため記載しておりません。

(注) １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 86,374 249,359

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 86,374 249,359

普通株式の期中平均株式数(千株) 15,677 15,669

(重要な後発事象)

(単元株式数の変更および株式併合)

当社は、平成30年５月15日開催の取締役会において、第61回定時株主総会に普通株式の併合および単元株式数の

変更等に係る定款の一部変更について付議することを決議いたしました。

１．株式併合および単元株式数の変更の目的

全国証券取引所は、「売買単位の集約に向けた行動計画」を公表し、平成30年10月１日までにすべての国内上場

会社の普通株式の売買単位を100株に統一することを目指しております。

　当社は、東京証券取引所に上場する会社として、この趣旨を尊重し、当社普通株式の売買単位である単元株式を

1,000株から100株に変更するとともに、投資単位を適切な水準に調整するため、株式併合を実施するものでありま

す。
　

２．株式併合の内容

(1)株式併合する株式の種類

普通株式

(2)株式併合の方法・比率

平成30年10月１日をもって、同年９月30日実質９月28日の最終の株主名簿に記録された株主様のご所有株式を

基準に10株につき１株の割合で併合いたします。

(3)株式併合により減少する株式数

株式併合前の発行済株式総数（平成30年３月31日現在） 15,812,500株

株式併合により減少する株式数 14,231,250株

株式併合後の発行済株式総数 1,581,250株

(4)１株未満の端数が生じる場合の処理

株式併合の結果、１株に満たない端数が生じた場合には、会社法の定めに基づき、一括して売却処分し、また

は自己株式として当社が買取り、それらの代金を端数が生じた株主様に対して、一定の割合に応じて分配いたし

ます。

　

３．効力発生日における発行可能株式総数

変更前の発行可能株式総数 42,000,000株

変更後の発行可能株式総数（平成30年10月１日付） 4,200,000株
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４．単元株式数の変更の内容

株式併合の効力発生と同時に、普通株式の単元株式数を1,000株から100株に変更いたします。

　

５．株式併合および単元株式数の変更の日程

取締役会決議日 平成30年５月15日

定時株主総会決議日 平成30年６月26日

株式併合および単元株式数の変更 平成30年10月１日

　

６．１株当たり情報に及ぼす影響

該株式併合が当連結会計年度の期首に実施されたと仮定した場合の、当連結会計年度における１株当たり情報は

以下のとおりであります。

１株当たり純資産額 2,422.25円

１株当たり当期純利益金額 159.13円
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４．その他

（１）役員の異動

役員の異動につきましては、平成30年３月29日公表の「役員の異動に関するお知らせ」をご覧ください。
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